

























等 NNT）である（国際交流基金，2017）。中等 NNT は、次世代の若者と日本を取り結
ぶ貴重な「日本語人材」であり、その支援（教員養成、現職者研修）には多くの力が注
がれてきた。





















2015 年に JF が行った調査によると、タイの日本語学習者数は約 17 万 4 千人で、国・









ター（以下、JF バンコク）が日本語学習経験のない教員を対象に 10 か月の「中等学
校現職教員日本語教師新規養成講座」（以下、新規研修）を開始した。「新規研修」は
2014 年の休止までに 260 人を超える中等日本語教員を養成した。
2004 年、コンケン大学（以下、KKU）は、教員・教育職員審議会（The Teachers’ 
Council of Thailand）による教員免許制度改定を機に、教育学部に日本語教育専攻（英
語名称 Teaching Japanese Language Program、以下、TJLP）を開設した。タイ初の
中等日本語教員養成課程の誕生である（1）。TJLP の 5 年間のカリキュラムは、新しい
免許制度と、2005 年に同審議会が発表した教育専門職基準（Education Professional 
Standards）に従って策定されており（西野他，2009; 西野・平田，2010）、5 年次に中
等教育機関で 1 年間の教育実習を行うことも含まれている。
2010 年、タイ教育省は World- Class Standard School（2）（以下、WCSS）を制定し、
中等教育の質的な向上を目指した。中には第二外国語の拡充も含まれており、第二外国
語を教える教員（公務員）の採用増や、その研修にも力が入れられた。日本語教員は、
5 年間で 200 名が採用されることになり、公務員としての中等 NNT の数は飛躍的に増
加することになった。KKU の TJLP は、2019 年までに約 200 名の卒業生を輩出したが、
WCSS による公務員採用増の後押しもあり、その半数が中等 NNT になっている。
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たのを受け、2014 年に新規派遣が始まった。専門家は TJLP でカリキュラムの整備や
学生の教育に当たった（坪根，2007）。その他、3 名の派遣専門家がバンコクの他、日
本語教育が盛んな地方に拠点を置き、中等 NNT 支援として研修などを実施している。












TJLP 開設（第 1 期
カリキュラム）
2005 教育専門職基準制定 JF 専門家派遣開始
2009
TJLP 第 2 期 カ リ
キュラム開始
2010


























これは、WCSS の一環として、公務員として採用される予定の中等 NNT を対象とした
研修（訪日研修も含む）である。加えて、2014 年から JF は、東南アジアを中心とする国々
の中等教育機関に「日本語パートナーズ」という日本人アシスタント（以下、NP）を
派遣するプログラムを始めた。タイには年間約 80 人の NP が派遣され、NP は授業で
生徒たちの日本語会話の相手となったり、日本文化紹介を行ったりしている。JFは、チー
ムティーチングを行う中等 NNT 対象の「カウンターパート訪日研修」も実施している。























北 出（2017） と 布 施（2019） は、 複 線 径 路・ 等 至 性 ア プ ロ ー チ（Trajectory 
Equifinality Approach：TEA）を方法論として用い、その意識の変容過程を可視化し






日本語教師になった 4 名を対象に、養成講座入学から 2 年目終了時までのキャリア形
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TEA は①「複線径路・等至性モデル（Trajectory Equifinality Model：TEM）」、②「歴
史的構造化ご招待（Historically Structured Inviting：HSI）」、③「発生の三層モデル（Three 

















する際のメカニズムを仮説的に第 1 層の「行為」、第 2 層の「記号」、第 3 層の「価値」
という三層で捉える（サトウ，2009）。








で学び、卒業後に日本語中等教員になった 2 名である。いずれも TJLP の黎明期（開
設後 5 年以内）に入学している。本稿では、そのうちのより教師としてのキャリアが長
い A（30 代女性）を取り上げ、個人の径路の深みを探る。












継続する」を 2nd 等至点として TEM 図を描くことにした。それを基に 2 回目のインタ
ビューで TEM 図上の径路、時期や内容の確認とともに、掘り下げて尋ねたい内容につ
いて追加質問をした。さらに、3 回目のインタビューで TEM 図の最終確認をした。
出来事やその時の意識等について詳細な語りを引き出すため、1 回目、2 回目のイン
タビューでは、通訳を付けた。インタビュー時間は、1 回目が約 1 時間 30 分、2 回目
が約 1 時間 40 分、3 回目が約 25 分であった。
5.3 TEM 図と TLMG の作成　
インタビューデータは全て文字化し、データの切片化を行って各々の語りを BFP、
SG、SD などといった TEM の概念ツールに当てはめた。そして、キャリア選択にまつ
わる意識の変容の観点から時期区分を設け、TEM 図を完成させた（図 1、図 2）。さら 
に、A の価値観や意識の変容を探り、TLMG により図示化した（図 3）。
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　その後は順調に単位を取得した A は 5 年生になり、高校での 1 年間の日本語教育実
習に赴く（OPP2）。なお、当時の TJLP には日本語教育が専門の大学教員がおらず、




























































































































































































































































































































































































































図 1　A の TEM 図（大学入学から EFP まで）
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私の幸せ」という実感が A の選択を後押しした。A は、日本語教員の募集枠が 2 名だっ
た N 県の教員採用試験を受ける。公務員試験は難しいと言われるが、教育専門職基準
に合致した教育学部のカリキュラムのおかげで教育に関する試験の点数は問題なかった
























　故郷の R 県の高校に着任してすぐ、A はこの学校が NP を受け入れていることを知
る。NP の世話役をすることになり「嬉しかった」という。一緒に仕事をすることを通
じ、毎日、日本語を話すようになる（SG19）。NP の生活のサポートは家族も手伝って
くれた（SG20）ので面倒ではなく、どの NP とも良い関係を築き、NP の行動に問題





着任して 3 年目に A は昇格審査に申請し、公務員の等級レベル 1 からレベル 2 に昇
格する（BFP6）。それに伴い、給料も上がった（SG24）。そして、日本語セクションのリー





























































































































































































































































































































































































































図 2　A の TEM 図（中等日本語教員になってから 2nd EFP まで）
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格が続いた後、A は KKU の卒業生仲間から JF バンコクの日本語研修がいいことを聞
































































































































図 3　A の TLMG
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一方、日本語については日本語力向上の必要性を感じていたものの、それを阻害するよ
うな社会的な力に直面したこともあり、行動変容には至らなかった。














が低下していた A だが、JF の訪日教師研修を通じ「日本語の教え方を考え、実践する

















7.2 A のキャリア形成において、公的支援はどのような関わりがあったか（研究課題 2）
最後に、A のキャリアの形成において日本の公的支援はどのような関わりがあったか










育を担ってきたのである。JF の支援を受けて中等 NNT になった人物が、タイの教員
養成制度の中で、次の代を担う実習生たちを支えていた事実は興味深い。















なった。その過程こそが A の発達である。約 15 年前に漠然と「日本語の先生がいいかな」
と考えた一人の高校生が、大学の教員養成課程を経て日本語教員になり、現地の日本語
教育を支えている。今回は A の事例研究につき、一般化はできないが、専門家派遣や
研修など、約 30 年間様々な形で行われてきた日本からの公的支援が、一人の中等 NNT
の誕生と成長に少なからず関わっていることも明らかになった。日本からの海外の日本
語教育支援のあり方や成果を検討する上でも大きな示唆となるだろう。
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注
1． その後、2005 年にブラパー大学教育学部でも日本語教育プログラムが開設され、中
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The Career Formation Process of a Thai Secondary School 






This study aims to illustrate the 15-year career formation process of a Thai secondary school 
teacher of the Japanese language, referred to as “A,” who majored in Japanese-language 
education and became a teacher after graduation. In order to reveal the factors that influenced 
A’s career choices, this study uses the trajectory equifinality approach. The official support 
provided by the Japanese government is also analyzed as a factor. The analysis reveals that A’s 
interactions with the Thai environment (society, history, and culture) created a sense of value 
which influenced A’s decision to be a teacher. Those values are classified as follows: 1) a career 
as a secondary school teacher can lead to a better life; 2) the career is rewarding because it 
involves student growth; and 3) the career is rewarding because of opportunities for professional 
development. The official support provided by the Japanese government is one of the factors that 
influenced A’s career choices.
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 University of Tourism, Hatta: Japan Foundation)
